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令和５年（２０２３年）８月２日 

 

令和４年度（２０２２年度）熊本県産農林水産物等の輸出実績について 

 

 概 要  

○ 令和４年度の本県産農林水産物等の輸出額は、１０５億４千万円 

 （対前年度比１１０％）となり過去最高を更新。 
○ 部門ごとの輸出実績は次のとおり。 

 
令和４年度 輸出実績 （参考）過去２年の輸出実績 

輸出金額（対前年度比） 令和３年度 令和２年度 

農畜産物 ４４億３千万円（115％） ３８億６千万円 ３４億７千万円 

林 産 物 ３３億４千万円（106％） ３１億５千万円 ２４億５千万円 

水 産 物 ２７億７千万円（108％） ２５億８千万円 １８億４千万円 

合 計 １０５億４千万円（110％） ９５億９千万円 ７７億６千万円 

※農畜産物には加工食品を含む。 

※観光戦略部販路拡大ビジネス課、農林水産部林業振興課・水産振興課調べ 

 

 

【参考】県産農林水産物等の輸出実績推移 

【お問い合わせ先】 

販路拡大ビジネス課 渡邊・松本〈内線：52353（直：096-333-2395）〉 

林業振興課 野田・遠山〈内線：38242（直：096-333-2448）〉 

水産振興課 山下・生嶋〈内線：38442（直：096-333-2457）〉 

 



各部門の概要

① 農畜産物

〈概 要 〉
○多くの国や地域での経済活動の回復を背景に、牛肉やいちご、メロン等

の輸出が増加したこともあり、輸出量、輸出額ともに過去最高となった。

〇台湾でのトップセールスや海外小売店での「熊本フェア」などを実施し、

積極的に販路拡大に取り組んだ。 香港でのいちごフェア

〈 品目別の輸出状況 〉
○輸出額の６割以上を占める牛肉は、和牛人気を背景に台湾向けを中心に増加。

○いちごは、アジアでの安定した需要に支えられ、台湾(対前年度比245%)や香港(同228%)向けが
大幅に増加。

○メロンは、海外でのニーズが高い赤肉メロン等を中心に輸出が拡大。また、アジア向けに加え、アメ

リカへの輸出が開始。

【令和４年度（２０２２年度） 農畜産物の品目別・国別輸出状況】 （単位：千円）
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※県が輸出を把握している団体・業者への調査



② 林産物
〈 概 要 〉
○最大の貿易相手国である中国に対し、新型コロナウイルス感染拡大後の経済回復に伴い丸太輸

出が増加したこともあり、輸出量、輸出額ともに過去最高となった。

○台北ビルディングショー（台湾）への出展や、アメリカ、タイ、ベトナム等へのテスト輸出、令和３年度
にタイに設置したモデルルームの活用によるＰＲ活動等を実施し、販路開拓に取り組んだ。

〈 品目別の輸出状況 〉
○丸太は、中国の経済回復による旺盛な木材需要の影響等によ
り、順調に増加。

○製材品は、ベトナム等への新たな販路開拓があった一方、主

力であったアメリカ向けフェンス材が同国における住宅需要の

急落により需要が激減したことから、低調となった。

【令和４年度（２０２２年度） 木材の品目別・国別輸出状況】

台北ビルディングショー 2

輸出先国名
丸太 製材品 合計 対前年度比

材積（m3） 金額（千円） 材積（m3) 金額（千円） 材積（m3) 金額（千円） 材積（m3） 金額（千円）

中国 156,692 2,349,222 441 9,438 157,133 2,358,660 104% 108%

韓国 29,253 702,617 851 46,096 30,104 748,713 113% 114%

アメリカ 0 0 1,983 142,472 1,983 142,472 50% 67%

台湾 1,212 25,831 1,002 38,911 2,214 64,742 74% 84%

ベトナム 746 18,081 35 1,657 781 19,738 429% 625%

タイ 0 0 55 4,132 55 4,132 8% 27%

合計 187,903 3,095,751 4,367 242,706 192,270 3,338,457 104% 106%

令和３年度合計 178,244 2,841,911 6,908 308,180 185,152 3,150,091

対前年度比 105% 109% 63% 79% 104% 106%

※財務省「貿易統計」及び林業振興課調べ



販路拡大に向けた、バイヤー招
へい（漁場見学）の様子

③ 水産物
〈 概 要 〉
○北米、アジア（韓国、中国、香港、台湾等）向けに、ブリ、マダイ、シマアジ等の養殖魚を中心に輸出。
○ブリの輸出額が減少した一方、マダイのアジア向け輸出額が大幅に増加したことから、輸出額は昨
年に引き続き過去最高となった。

〈 魚種別の輸出状況 〉
○ブリの稚魚であるモジャコの漁獲量が少なかったため、出荷量の減少に伴い、
ブリの主な輸出先である北米の輸出額が減少。
〇マダイは、特に韓国でのニーズの高まりを受け、アジア向けに大幅に増加。
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※「令和４年度(2022年度)水産物輸出実績調査に基づく水産振興課調べ


